
リンダ・グラットン教授によれば、日本では

2007年生まれの子どもの半数が107歳まで生きる。

フレイルとは臨床的障害に近い状態。以下の

３項目以上で定義される。

１．筋力の低下（Grip:♂＜26㎏、♀＜18㎏）

２．活動量の低下

３．歩行速度の低下

（２面へ続く)
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研究会 感想文

神戸支部は５月12日、生田神社会館で研究会を開催。「フレイル・サルコペニアは克服できるの

か？～多施設共同臨床研究から見えてきたもの～」について大阪市平野区・医療法人向坂医院の向

坂直哉院長が、「漢方薬のフレイルに対する臨床成績と作用機序～最新の知見を交えて～」につい

て鹿児島大学大学院医歯学総合研究科漢方薬理学講座特任教授の乾明夫先生が講演した。司会を務

めた佐々木徹先生の感想を紹介する。

講師を務めた鹿児島大学大学院医歯学総合研究科漢方薬理学講座

特任教授の乾明夫先生（左上）と医療法人向坂医院の向坂直哉先

生（左下）

（右）当日は43人の参加となった
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(１面からの続き)

４．疲労感

５．体重減少（年間4.5㎏ or <-5%）

要介護の人は2016年度590万人で、脳卒中18.

5％、認知症15.8％、 老衰13.4％、骨折転倒11.

8％、関節疾患10.9％。

漢方的には、フレイルは気虚（疲労感）、血

虚（サルコペニア）、腎虚（頻尿）となる。

このフレイルに対して、人参養栄湯はエンゼ

ルスの大谷翔平、投打二刀流（気血双補）。人

参養栄湯＝四君子湯（補気）＋四物湯－川 

（補血）＋桂枝＋遠志＋陳皮＋五味子。人参養

栄湯は癌患者のＱＯＬ、腎性貧血、感染症に効

果。桂枝は血管拡張、遠志・白朮は海馬BDNF

（脳由来神経栄養因子）を増加させ認知機能を

改善、陳皮は神経の再ミエリン化、五味子は骨

格筋代謝を改善し、骨粗しょう症・乳がん細胞

を抑制、人参は視床下部に作用（抗老化）、黄

耆はアディポネクチン・インスリン感受性を亢

進する。

向坂先生は人参養栄湯に注目、大阪で多施設

研究中。乾先生は美しいスライドで血液交差還

流や腸内細菌叢移植での長寿を示された。相対

性理論では光速の宇宙船乗員のtimeは止まり、

clock gene（時計遺伝子）は寿命を永遠とする？

【垂水区 佐々木 徹】
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神戸支部は６月９日、協会会議室で職員接

遇研修会「これだけは押さえたい患者接遇の

基本～クレーム対応も含めて～」を開催。マ

ネジメントコンサルタントの松田幸子先生が

講演し、会員・スタッフら77人が参加した。

松田先生は接遇において大切なことは「表

現力」であるとし、「表現力」を形にするた

めには、あいさつ、笑顔、明るい声、アイコ

ンタクト等を重視し患者さんと接することが

求められると説明した。参加者は、他の参加

者と笑顔の練習を行うなど、実践もまじえな

がらわかりやすく解説した。

参加者からは、「表現力の大切さがとても

勉強になった。今後の業務にいかしていきた

い」と感想が寄せられた。

今年２回目の職員接遇研修会を開催

（左）接遇の基本についてを講演する松田幸子先生

（右）身体を動かして実践的に患者接遇の基本を学んだ
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【2018年６月のテーマ】 【2018年７月のテーマ】

月曜日 失明につながる眼の病気 月曜日 60歳を過ぎてからの女性器出血

火曜日 歯に寿命はあるのか 火曜日 よく噛むことと認知症予防

水曜日 怖い頭痛、怖くない頭痛 水曜日 女性に多い膠原病

木曜日 繰り返す女性の膀胱炎 木曜日 水泳と耳鼻科の病気

金土日 爪に入った水虫 金土日 薬物乱用・薬物依存症

健康と医療について語り合う会 「外反母趾と膝の痛み」

神戸支部は５月24日に、神戸市立総合福祉セ

ンターで健康と医療について語り合う会を開催

した。これは聴覚障害者らが医療や健康につい

ての情報を学ぼうと定期的に開催する「聴覚障

害者の医療を考える会（いのちを考える会）」

の講師派遣の要請に応えているもの。垂水区・

井尻整形外科の井尻慎一郎先生が「リハビリパー

ト２ 外反母趾と膝の痛みの関係」と題して講

演し、市民、聴覚障害者の方を中心に29人が参

加した。

井尻先生は膝と足の痛みについての具体的な

症状や予防法、運動療法について説明。膝の痛

みでは、年齢とともに関節表面の軟骨がすり減

り骨が変形して痛みが生じる変形性膝関節症に

ついて解説し、イスや寝ころんでできる簡単な

体操を紹介。変形性膝関節症の進行を防ぐには

日常生活で無理をしないことが大切であるとし

た。

足の痛みでは外反母趾について講演し、装具

を使った対処法を紹介。講義では、先生が監修

を務めた、家でできる簡単な体操のＤＶＤも鑑

賞し、参加者から好評を得た。

（左）膝と足の痛みについて講演する井尻慎一郎先生

（右）いつでもどこでもできるストレッチを実践！

日常生活で無理をしないことが大切

開業医手作り

日替わり健康情報

健康情報テレホンサービス
 0120-979-451


